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【
み
な
と
医
療
生
協
】

み
な
と
医
療
生
協
は
、
６
月

９
日
（
日
）
市
内
集
中
行
進
の

熱
田
区
、
港
区
、
中
川
区
、
中

村
区
の
各
コ
ー
ス
に
組
合
員
さ

ん
を
中
心
に
参
加
し
ま
し
た
。

足
が
悪
く
行
進
に
参
加
で
き

な
い
方
は
、
千
羽
鶴
を
友
達
と

協
力
し
て
作
り
、
行
進
参
加
者

に
託
し
て
く
れ
ま
し
た
。

港
区
コ
ー
ス
で
は
、
協
立
総

合
病
院
原
春
久
医
師
が
率
い
る

う
た
ご
え
グ
ル
ー
プ
『
う
た
や

ー
せ
』
が
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

【
尾
張
健
友
会
】

６
月
１０
日
（
月
）
の
岩
倉
〜

一
宮
〜
江
南
の
平
和
行
進
で
は
、

新
入
職
員
１５
名
が
「
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
書
い
た
独
自

の
う
ち
わ
を
持
っ
て
一
緒
に
歩

き
ま
し
た
。

千
秋
病
院
で
の
歓
迎
集
会
に

は
２
０
０
名
が
参
加
し
、
５
千

羽
の
折
り
鶴
や
ペ
ナ
ン
ト
を
行

進
団
に
託
し
ま
し
た
。

江
南
市
内
の
行
進
中
に
は
、

千
秋
病
院
職
員
が
マ
イ
ク
を
持

っ
て
元
気
に
歌
っ
て
楽
し
い
雰

囲
気
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

通
り
が
か
っ
た
高
校
生
も
関

心
を
寄
せ
て
く
れ
て
、
平
和
行

進
の
説
明
を
し
た
ら
一
緒
に
歩

い
て
く
れ
ま
し
た
。

【
名
南
会
】

５
月
３１
日
（
金
）
の
静
岡
県

か
ら
の
平
和
行
進
引
継
ぎ
〜
豊

橋
市
内
コ
ー
ス
に
医
療
法
人
名

南
会
か
ら
新
入
職
員
を
中
心
に

５
名
の
職
員
で
地
域
の
方
々
と

共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

静
岡
県
の
湖
西
西
部
公
民
館

か
ら
桜
丘
高
校
ま
で
約
１１
キ
ロ

の
道
の
り
を
行
進
し
ま
し
た
。

行
進
中
は
み
ん
な
で
縦
に
連
な

り
、
核
兵
器
の
廃
絶
や
戦
争
反

対
を
訴
え
か
け
る
中
で
改
め
て

平
和
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

平
和
行
進
を
通
し
て
月
日
は

経
っ
て
い
て
も
、
今
も
被
ば
く

に
よ
る
苦
し
み
は
消
え
て
い
な

い
と
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
の

平
和
行
進
に

沿
道
か
ら
も

応
援
も
ら
う

【
北
医
療
生
協
】

北
医
療
生
協
は
、
６
月
７
日

（
金
）
の
尾
張
旭
・
守
山
コ
ー

ス
、
８
日
（
土
）
の
春
日
井
・

小
牧
コ
ー
ス
へ
の
参
加
に
続
い

て
、
６
月
９
日
（
日
）
は
名
古

屋
市
内
集
中
コ
ー
ス
で
上
飯
田

南
公
園
に
約
２
０
０
名
が
集
合

し
ま
し
た
。

北
区
は
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
歩
く
子
ど
も
が
多

い
の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
小

雨
の
降
る
な
か
沿
道
か
ら
手
を

ふ
っ
て
の
応
援
が
あ
り
ま
し
た
。

平
安
通
・
黒
川
の
各
交
差
点
で

は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル

を
行
い
、
若
宮
大
通
公
園
の
ピ

ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
集
会
に
合
流

し
ま
し
た
。

みみ
なな
とと

☆
６
月
８
日
レ
イ
ン
ボ
ー
セ
ン

タ
ー
に
、
職
員
・
組
合
員
・
社

会
福
祉
協
議
会
の
方
な
ど
８２
名

が
集
い
「
お
た
す
け
ね
っ
と
学

習
交
流
会
」
を
開
催
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
事
例
交
流

等
を
し
ま
し
た
。

☆
６
月
１５
日
、
職
員
・
組
合
員

・
タ
ク
シ
ー
運
転
手
ら
が
参
加

し
、
恒
例
の
「
協
立
総
合
病
院

大
掃
除
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

南南

☆
６
・
７
月
は
「
班
づ
く
り
・

班
会
開
催
月
間
」
。
は
じ
め
て

さ
ん
を
多
く
の
班
会
で
迎
え
る

こ
と
で
新
た
な
組
合
員
同
士
で

の
自
治
、
風
通
し
に
よ
っ
て
仲

間
が
増
え
て
い
く
予
感
。

☆
６
月
３０
日
第
６２
回
通
常
総
代

会
を
開
催
。
総
代
さ
ん
、
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
合
わ
せ
約
３

０
０
名
が
参
加
。
質
問
や
活
動

報
告
が
活
発
に
さ
れ
ま
し
た
。

北北

☆
職
員
社
保
委
員
会
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
現
状
や
原
水
禁
世
界
大

会
の
参
加
を
募
る
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
各
院
所
に
掲
示
し
て
い

ま
す
。
世
界
大
会
に
は
５
名
の

職
員
が
参
加
予
定
で
す
。

☆
６
月
３０
日
第
６２
回
総
代
会
が

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
で
行
な
わ
れ
約

２
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
と
め
と
方
針
の
提
案
が
さ
れ

採
決
さ
れ
ま
し
た
。

名名

南南

☆
全
日
本
民
医
連
第
４６
回
定
期

総
会
運
動
方
針
に
つ
い
て
、
５

月
〜
７
月
を
学
習
月
間
と
し
、

職
責
者
に
つ
い
て
は
方
針
全
文

読
了
、
全
職
員
に
つ
い
て
は
Ｄ

Ｖ
Ｄ
視
聴
に
て
学
習
を
す
す
め

ま
す
。

☆
地
域
組
織
活
動
の
今
年
度
前

進
に
向
け
て
、
「
い
つ
で
も
元

気
」
の
職
責
者
全
員
購
読
を
め

ざ
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

尾尾

張張

☆
６
月
１６
日
に
、
医
療
法
人
尾

張
健
友
会
の
定
期
社
員
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
職
員
か
ら
無

低
診
や
、
い
ち
の
み
や
元
気
塾
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
外
来
の
取
り
組
み
を

報
告
。
提
案
さ
れ
た
議
案
は
全

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

☆
６
月
１０
日
の
平
和
行
進
に
新

入
職
員
１５
名
が
参
加
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
う
ち
わ
に
平
和
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

フフ
ァァ
ルル
ママ
ネネ
ッッ
トト

☆
伊
勢
湾
台
風
６５
年
市
民
防
災

の
つ
ど
い
を
南
医
療
生
協
、
地

域
の
社
会
福
祉
法
人
や
大
同
大

学
、
柴
田
商
店
街
の
皆
さ
ん
が

今
年
９
月
開
催
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
わ
か
ば
薬
局
も
実
行
委

員
会
に
参
加
、
大
規
模
災
害
と

ク
ス
リ
の
展
示
ブ
ー
ス
を
準
備

中
。
近
隣
の
防
災
拠
点
薬
局
や

区
の
薬
剤
師
会
の
皆
さ
ん
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

はは
みみ
んん
ぐぐ

☆
職
員
会
議
で
平
和
学
習
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
７
月
９
日
は

ピ
ー
ス
あ
い
ち
を
訪
問
予
定
。

平
和
盆
踊
り
に
出
店
準
備
中
。

☆
７
月
６
日
県
連
歯
科
衛
生
士

学
習
交
流
会
に
５
名
が
参
加
。

☆
名
南
会
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
」
に
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
・
歯
科
相
談
・
歯
ブ

ラ
シ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
参
加

し
ま
す
。
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県
下
４６
コ
ー
ス
で
昨
年
上
回
る

５
７
０
５
人
が
参
加
、
平
和
へ
の
願
い
を
ア
ピ
ー
ル

愛知民医連の各法人が核兵器廃絶の願いをこめ、平和行進に参加
原
医
師
率
い
る
う
た
ご
え
グ
ル
ー
プ
が

行
進
を
盛
り
上
げ
て

静
岡
か
ら
の
引
継
ぎ
〜

豊
橋
市
内
コ
ー
ス
に
参
加
し
て

みなと医療生協のノボリを掲げて（中村区コース）

豊橋市内コース（名南会）

中村区コース集結地点でまとめの集会

第６７回あいち平和行進第６７回あいち平和行進

北区コースは子どもの参加が多いのが特徴です

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
で
参
加

千秋病院の歓迎集会には２００名が参加

オリジナルうちわをつくりました
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「私のふるさと自慢」は、愛知民医連職員からふ
るさとの見どころやご当地グルメを紹介していただ
いて、ふるさと愛を披歴していただく夏の定番企画
です。
今年は、総合病院南生協病院の市川由嘉さん、千
秋病院の田中奈美さんに、ご自慢のふるさとを紹介
していただきました。

南
生
協
病
院

救
急

外
来
・
検
査
室

市
川

由
嘉

九
州
の
福
岡
と
言
え
ば
三
大

祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
で

有
名
で
す
。

春
の
博
多
ど
ん
た
く

夏
の

博
多
山
笠

秋
に
行
わ
れ
る
筥

崎
宮
（
は
こ
ざ
き
ぐ
う
）
の
放

生
会
（
ほ
う
じ
ょ
う
や
）
が
あ

り
ま
す
。

放
生
会
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
と
思
う
の
で
少
し
紹
介

し
ま
す
。

「
万
物
の
生
命
を
い
つ
く
し

み
殺
生
を
戒
め
、
秋
の
実
り
に

感
謝
す
る
」
と
い
う
お
祭
り
で

す
。
１
年
お
き
に
福
岡
市
無
形

民
俗
文
化
財
指
定
の
御
神
幸
が

行
わ
れ
る
の
と
７
日
間
の
期
間

中
は
参
道
に
数
百
軒
の
露
店
が

立
ち
並
び
ま
す
。

私
が
幼
い
こ
ろ
両
親
に
手
を

引
か
れ
て
毎
年
出
向
き
た
く
さ

ん
の
露
店
の
中

で
リ
ン
ゴ
飴
と

金
魚
す
く
い
は

必
ず
寄
っ
て
い

ま
し
た
。
放
生

会
の
時
期
に
な

る
と
、
夏
も
終

わ
り
、
い
よ
い

よ
秋
に
な
っ
て

い
く
と
お
祭
り

の
中
で
季
節
を

感
じ
取
る
こ
と

が
出
来
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
な
ん

と
い
っ
て
も
福
岡
と
言
え
ば
食

物
が
美
味
し
い
で
す
。
玄
界
灘

で
獲
れ
る
お
魚
は
と
て
も
新
鮮

で
身
が
締
ま
っ
て
お
り
甘
い
で

す
。
博
多
は
ラ
ー
メ
ン
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
う
ど
ん
も

有
名
で
す
。
麺
が
と
て
も
や
わ

ら
か
い
で
す
。
そ
こ
に
付
け
合

わ
せ
る
も
の
で
ご
ぼ
う
天
が
最

高
で
す
。

福
岡
ま
で
は
飛
行
機

新
幹

線
と
便
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
年
中
い
つ
行
っ
て
も
い
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
秋
祭
り
に
一
度
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

千
秋
病
院

看
護
師

田
中
奈
美

（
看
護
部
長
）

私
の
故
郷
は
名
古
屋
か
ら
車

で
５
時
間
、
電
車
で
４
時
間
の

と
こ
ろ
に
あ
る
新
潟
県
上
越
市

で
す
。
ご
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ

が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
悩
ん
だ

末
の
上
越
市
ラ
ン
キ
ン
グ
（by

田
中
個
人
の
見
解
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

第
３
位

上
杉
謙
信
公

ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り

上
越
市
は
上
杉
謙
信
の
生

ま
れ
た
地
で
す
。
春
日
山
城

跡
で
高
田
平
野
を
一
望
し
、

林
泉
寺
に
あ
る
上
杉
謙
信
の

お
墓
に
お
参
り
を
し
、
宝
物

館
で
歴
史
の
お
勉
強
。
歴
史

に
興
味
の
あ
る
方
に
は
お
勧

め
コ
ー
ス
で
す
。
そ
し
て
、

お
土
産
に
は
ぜ
ひ
「
出
陣
餅
」

を
。
信
玄
餅
と
は
似
て
非
な
る

も
の
。
私
は
出
陣
餅
の
ほ
う
が

高
級
感
が
あ
っ
て
好
き
で
す
。

第
２
位

上
越
市
立
水
族

博
物
館
う
み
が
た
り

２
０
１
８
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
イ
ル

カ
シ
ョ
ー
は
プ
ー
ル
と
海
と
が

一
体
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
演

出
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬
場
は
、

水
中
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
に
変
更
。

雪
も
寒
さ
も
関
係
な
く
楽
し
め

ま
す
。
（
建
物
に
入
る
ま
で
は

要
辛
抱
）

第
１
位

高
田
城
址
公
園

春
は
日
本
三
大
夜
桜
。
（
私

は
花
よ
り
団
子
で
し

た
）
お
堀
に
映
る
夜
桜

は
「
美
し
い
」
の
一
言

に
つ
き
ま
す
。
夏
は

「
東
洋
一
の
蓮
」
と
い

わ
れ
る
蓮
の
花
。
存
在

感
の
あ
る
大
き
な
葉
と

蓮
の
花
が
お
堀
を
埋
め

尽
く
し
ま
す
。
秋
に
は

紅
葉
、
冬
に
は
雪
景
色
。

と
四
季
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
高
田
城
址
公

園
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

ち
な
み
に
、
上
越
新
幹
線
は

上
越
市
を
通
っ
て
い
ま
せ
ん
。

お
間
違
え
の
無
い
よ
う
に
！

そ
の
他
お
勧
め
�
お
米
・
お

酒
・
魚
・
カ
ニ
・
ラ
ー
メ
ン
・

笹
団
子
パ
ン
・
道
の
駅
・
金
谷

山
・
ど
こ
ま
で
も
続
く
田
ん
ぼ

景
色

紹
介
し
た
い
所
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
方

は
田
中
ま
で
。

わ
が
家
は
犬
の
ハ
リ
ー
く

ん
と
猫
の
は
る
ち
ゃ
ん
、
そ

し
て
、
た
く
さ
ん
の
白
メ
ダ

カ
が
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
コ

ー
ナ
ー
の
主
役

は
「
わ
ん
こ
・

に
ゃ
ん
こ
」
と

の
こ
と
な
の
で
、

今
回
は
ハ
リ
ー

く
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

ハ
リ
ー
く
ん

は
長
女
が
同
乗

す
る
妻
が
運
転

す
る
車
の
前
を

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ

と
歩
い
て
い
た

こ
と
が
出
会
い

の
き
っ
か
け
で

す
。
ハ
リ
ー
の
名
前
は
長
女

が
つ
け
ま
し
た
。
ハ
リ
ー
と

出
会
っ
た
と
き
、
泥
ま
み
れ

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
絵
本

「
ど
ろ
ん
こ
ハ
リ
ー
」
か
ら

名
前
を
も
ら
い
ま
し
た
。

わ
が
家
で
飼
う
こ
と
に
な

る
ま
で
に
は
様
々
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は

割
愛
。
ハ
リ
ー
と
出
会
っ
て
、

約
５
年
半
、
御
年
１７
歳
。
ソ

フ
ァ
ー
の
上
で
寝
て
い
る
時

間
が
ふ
え
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
ほ
し

い
で
す
♪

北
医
療
生
協

組
織
担
当
課

松
島
周
平

第５４回学術運動交流集会のご案内
５年ぶりの名古屋国際会議場での開催です。リモート配信はありません。

昼食弁当用意します。午後は保育体制あります。

■■日日時時：：２２００２２４４年年１１１１月月２２３３日日（（祝祝・・土土））
９９時時３３００分分受受けけ付付けけ開開始始 午午前前１１００時時開開会会 午午後後３３時時半半頃頃終終了了予予定定

■■会会場場：：名名古古屋屋国国際際会会議議場場（（午午前前：：白白鳥鳥ホホーールル、、午午後後：：２２号号館館））

（午前） 記念講演
「コスタリカ 『純粋な人生』と言いあう

平和・環境・人権の先進国」
伊藤千尋さん
（国際ジャーナリスト、元朝日新聞記者）

（午後） 分科会

【分科会の演題募集】（詳細は募集要項参照）
●「医療・介護活動の２つの柱」に沿った豊かな
学術・運動の取組みが共有できる演題を募集します。
●分科会構成を検討するため、演題カテゴリを１つ選択して、愛知民医連ホー
ムページより申し込んでください。
申込期間は８月３０日㈮～１０月２日㈬ ２４:００まで（厳守）

●演題発表はパワーポイント使用で行って下さい。
（事前に法人担当者にデータ提出）

活
気
あ
ふ
れ
る
お
祭
り
自
慢

わ
が
家
の
ど
ろ
ん
こ
ハ
リ
ー

福
岡
県

福
岡
市

放生会のにぎわい

放生会はじき

歴
史
と
自
然
に
出
会
う
ま
ち

新
潟
県

上
越
市

上越市水族博物館

高田城址公園

出陣餅
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６
月
１６
日
（
日
）
、
北
病
院
に
て
、
県
連
被
ば
く
対
策
委
員

会
主
催
の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
１

年
の
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
愛
知
県
に
避
難
さ
れ
て
い
る

方
が
対
象
で
す
。

２
０
１
５
年
か
ら
年
２
回
の

ペ
ー
ス
で
始
ま
っ
た
こ
の
検
診

も
今
回
で
第
１４
回
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

内
容
は
、
問
診
、
身
体
測
定
、

エ
コ
ー
検
査
、
最
後
に
医
師
に

よ
る
診
察
が
あ
り
ま
す
。
ス
タ

ッ
フ
は
、
各
法
人
か
ら
派
遣
さ

れ
た
医
師
、
技
師
、
看
護
師
、

事
務
職
員
ら
１５
名
で
す
。

初
め
て
の
方
の
受
診
と

子
ど
も
の
健
康
に
留
意
し
た

家
族
受
診
が
多
い

今
回
は
、
１０
世
帯
、
２４
名
の

方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
新
規

の
方
が
４
世
帯
６
名
と
い
つ
も

よ
り
多
め
で
す
。
他
の
方
は
リ

ピ
ー
タ
ー
受
診
者
で
す
。

年
齢
層
で
は
１０
歳
未
満
が
１

名
、
１０
歳
以
上
２０
歳
未
満
が
５

名
、
２０
歳
以
上
が
１８
名
で
す
。

子
ど
も
さ
ん
の
健
康
に
留
意
し

た
家
族
受
診
が
多
い
の
は
毎
回

の
特
徴
で
す
。

避
難
元
を
み
る
と
、
福
島
県

か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
６

世
帯
、
福
島
県
以
外
か
ら
自
主

避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
４
世
帯
。

「
悪
性
腫
瘍
疑
い
」の
判
定

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

検
査
の
判
定
で
は
、
２４
名
中

２０
名
の
方
は
正
常
範
囲
内
、
４

名
の
方
は
要
精
査
と
い
う
結
果

で
、
幸
い
な
こ
と
に
「
悪
性
腫

瘍
が
疑
わ
れ
、
確
実
に
精
密
検

査
が
必
要
」
と
さ
れ
る
Ｃ
判
定

の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
流
相
談
会
も
ほ
っ
と
で
き

る
場
と
し
て
好
評
で
し
た

北
病
院
に
隣
接
す
る
、
す
ま

い
る
ハ
ー
ト
ビ
ル
で
は
、
愛
知

県
被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
交
流
相
談
会
が
開
催
さ
れ
、

臨
床
心
理
士
、
保
健
師
等
の
専

門
家
や
ス
タ
ッ
フ
１７
名
あ
ま
り

で
対
応
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
期
の
避
難
生
活
を
さ
れ

て
い
る
方
同
士
が
交
流
で
き

る
場
と
し
て
好
評
で
す
。
昼

休
み
に
名
南
病
院
の
吉
岡
モ

モ
先
生
が
甲
状
腺
と
Ｓ
Ｄ
Ｈ

の
こ
と
を
話
さ
れ
た
ミ
ニ
講

演
も
大
好
評
だ
っ
た
よ
う
で

す
。受

診
者
ア
ン
ケ
ー
ト
〜

健
康
被
害
の
不
安
や

他
の
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
方
が
約
４
割

原
発
事
故
か
ら
１３
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
受
診
者
数
も

ピ
ー
ク
時
か
ら
は
３
分
の
２
程

度
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
避
難

者
の
方
々
は
、
お
お
む
ね
落
ち

着
い
て
き
た
か
に
見
え
ま
し
た

が
、
受
診
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
は
健
康
被
害
の
不
安
や

他
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

方
が
４
割
程
度
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
こ
の
よ
う
な

検
診
や
交
流
相
談
会
を
行
う
こ

と
で
、
少
し
で
も
不
安
が
解
消

さ
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

甲
状
腺
エ
コ
ー
検
診
の

判
定
結
果
か
ら

２
０
１
５
年
に
開
始
し
た
甲

状
腺
エ
コ
ー
検
診
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
１４
回
の
実
施
を
通
じ
て
、

受
診
者
は
の
べ
２
０
２
世
帯
４

８
９
名
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
全
受
診
者
の
判

定
で
は
、
「
正
常
範
囲
と
思
わ

れ
る
」
（
Ａ
１
判
定
と
Ａ
２
判

定
）
が
９３
・
５
％
を
占
め
、

「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
す
る

Ｂ
判
定
は
６
・
１
％
、
そ
し
て

「
悪
性
腫
瘍
が
疑
わ
れ
、
確
実

に
精
密
検
査
が
必
要
」
と
さ
れ

る
Ｃ
判
定
は
一
人
も
出
て
い
な

い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
お
気
に
入
り
の
本
は

小
野
不
由
美
の
十
二
国
記
で

す
。
二
五
年
程
前
、
本
屋
の

棚
に
女
子
高
生
が
赤
い
髪
で

剣
を
持
ち
、
凛
と
し
た
姿
が

描
か
れ
た
表
紙
を
見
て
思
わ

ず
手
に
取
り
読
ん
で
い
ま
し

た
。
日
本
の
現
代
と
、
中
華

国
の
戦
乱
の
時
代
背
景
の
な

か
、
ま
さ
に
表
紙
の
女
子
高

生
が
人
間
や
獣
と
戦
い
な
が

ら
成
長
し
て
い
く
Ｓ
Ｆ
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
で
す
。
Ｔ
Ｖ
で
ア

ニ
メ
に
も
な
り
ま
し
た
が
、

私
は
本
の
方
が
没
入
で
き
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
主
人
公

に
な
っ
た
よ
う
な
感
覚
に
な

れ
る
の
で
好
き
で
す
。
連
載

が
始
ま
っ
て
三
五
年
程
経
ち

ま
す
が
ま
だ
完
結
し
て
い
ま

せ
ん
。
新
刊
が
出
る
の
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
ち
あ
き

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

准
看
護
師荒

木

美
恵
子

尾張健友会の職員ご家族の方の漫画作品で
す。原案は、岩倉介護保険サービスセンターち
あさ・成田康紀さんの読者のひろば投稿です。

Ｃ

直ちに精査が
必要と思われるもの

０人

０．０%

Ｂ

精密検査受診が
必要

５.１ミリ以上の結節、
２０.１ミリ以上ののう胞

３０人

６．１%

Ａ２

正常範囲と思われる

５ミリ以下の結節、
２０ミリ以下ののう胞

３３６人

６８．３%

９３．５%

Ａ１

のう胞や結節を
認めない

１２３人

２５．２%

判定

判定基準

～１４回まで
全受診者の結果

全受診者に占め
る割合

第
１４
回
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
診
を
実
施

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説

交流相談会・専門家による個別相談の様子

原
発
事
故
か
ら
１３
年
―
―

避
難
者
の
４
割
に
今
も
健
康
被
害
へ
の

不
安
感
、
ス
ト
レ
ス
感

「
十
二
国
記
」

県
連
被
ば
く
対
策
委
員
会

北
病
院診

療
放
射
線
技
師

中
村

伸
幸

小野不由美「十二国記」 新潮社・刊

甲状腺エコー検査の様子。（第１２回・２０２３年５月撮影）

交流相談会で旧交を温めていらっしゃいました

交流相談会での吉岡医師のミニ講演の様子

⑳⑳まんがコーナーまんがコーナー
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（4）愛 知 民 医 連２０２４年７月号第４８１号

☆
国
保
料
が
ま
た
値
上
げ
！

払
い
き
れ
な
い
↓

滞
納
↓
差
押
え
、

保
険
証
の
取
り
上
げ

国
民
健
康
保
険
料
（
国
保

料
）
が
今
年
も
多
く
の
自
治

体
で
引
き
上
が
り
ま
す
。
今

で
も
国
保
料
は
払
い
き
れ
な

い
ほ
ど
高
く
、
や
む
な
く
滞

納
し
て
し
ま
い
、
預
貯
金
を

差
し
押
さ
え
ら
れ
る
、
保
険

証
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

な
い
状
況
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
国
保
加
入
者
は

高
齢
者
が
多
い
と
言
わ
れ
て

来
ま
し
た
。
し
か
し
、
加
入

者
の
世
帯
主
の
職
業
を
見
る

と
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
が
約

３
割
を
占
め
ま
す
。
特
に
２０

代
で
は
６５
％
以
上
が
雇
用
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。
国
保
の

問
題
は
全
世
代
に
関
わ
る
問

題
で
す
。

国
保
料
は
、
協
会
け
ん
ぽ

（
会
社
員
が
加
入
す
る
医
療

保
険
）
の
保
険
料
と
比
べ
て

高
く
、
お
よ
そ
１
・
５
倍
〜

２
倍
で
す
。

☆
な
ぜ
国
保
料
は
高
い
の
？

そ
れ
は
・
・
・
国
庫
負
担

率
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

☆
国
保
財
政
が
厳
し
い
か
ら

国
保
料
は
私
た
ち
が

負
担
す
る
し
か
な
い
？

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
！
そ
も
そ
も
「
国
保
は
社

会
保
障
の
一
環
」
と
国
保
法

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
民

皆
保
険
制
度
の
土
台
と
し
て

整
備
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

国
の
責
任
で
国
保
加
入
者
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
は
保
障
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
治
体
に
よ
っ

て
は
大
き
な
黒
字
を
出
し
、

基
金
や
剰
余
金
な
ど
を
た
め

込
ん
で
い
ま
す
。

中
央
社
保
協
で
は
、

〇
払
え
る
国
保
料
にす

る
こ
と

〇
国
保
へ
の
国
庫
負
担
を

増
や
す
こ
と

の
２
点
を
要
望
し
て
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

国
会
議
員
、
全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会

へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
に
取

り
組
み
ま
す
。

ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
サ
イ
ト
を
開
い

て
い
た
だ
い
て
賛
同
を
お
願

い
し
ま
す
。

協
立
総
合
病
院
初
期
研
修

医
２
年
目
の
前
田
翔
希
と
申

し
ま
す
。
７
月
に
な
り
、
夏

の
暑
さ
を
感
じ
る
頃
で
す
が
、
み
な
さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

内
科
外
来
、
日
勤
・
夜
勤

の
救
急
外
来
が
あ
り
、
患
者

さ
ん
と
直
接
お
話
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
１
年

目
の
と
き
は
先
輩
医
師
に
つ

い
て
、
３
時
間
で
２
〜
３
人

程
度
み
る
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
今
は
倍
以
上
の
人

数
を
み
る
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
と
比
べ
て
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
、
あ
る
程
度
の

判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
成
長
を
実
感
で
き

嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
も

う
少
し
こ
こ
の
部
分
を
患
者

様
に
聞
け
ば
良
か
っ
た
な
と

思
う
こ
と
や
、
き
ち
ん
と
話

が
相
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
に
思
う
こ

と
も
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
最
終
的
な
判
断
は

先
輩
医
師
が
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
が
、
自
分
が
果
た

し
て
来
年
か
ら
一
人
で
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、

今
以
上
に
頑
張
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

来
年
に
は
初
期
研
修
医
で

は
な
く
な
り
、
自
分
一
人
で

決
断
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

今
後
意
識
し
な
が
ら
診
療
に

携
わ
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
仕
事
に
慣
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
気
を
緩

め
ず
精
進
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中央社保協が
オンライン署名を開始

協立総合病院 初期研修医２年目
まえ だ げ ん き

前田 翔希

足
し
に
な
り
ま
せ
ん

尾
張
健
友
会
本
部

事
務

佐
藤

典
子

定
額
減
税
さ
れ
た
明
細
書
を

見
た
ら
、
社
会
保
険
料
の
控
除

額
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
３

万
円
の
減
税
だ
け
で
は
な
ん
の

足
し
に
も
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

耐
え
ら
れ
ま
せ
ん

北
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

看
護
師

田
川

美
樹

暑
く
な
っ
て
ほ
ん
と
耐
え
ら

れ
な
い
。
今
か
ら
こ
れ
だ
と
真

夏
は
ど
う
な
る
や
ら
。
水
分
の

取
り
方
等
注
意
し
な
が
ら
こ
の

暑
い
時
期
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

母
の
心
配

千
秋
病
院
Ｄ
Ｃ
セ
ン
タ
ー

介
護
福
祉
士

松
浦

朱
美

娘
が
二
十
歳
に
な
り
、
お
酒

を
呑
み
に
行
き
ま
し
た
。
父
親

に
似
た
の
か
酔
っ
ぱ
ら
う
気
配

が
な
く
、
程
ほ
ど
に
し
て
帰
宅

し
ま
し
た
。
成
長
し
た
こ
と
は

嬉
し
い
の
で
す
が
、
将
来
が
母

は
心
配
で
す

残
り
半
年
！

老
健
あ
ん
き

看
護
師

小
川
美
由
紀

目
ま
ぐ
る
し
く
毎
日
が
過
ぎ
、

今
年
も
も
う
半
年
。
今
年
は

色
々
と
変
化
の
年
。
残
り
半
分

も
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
す
！
手

放
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

つ
い
こ
の
前
、
就
職
し
た
の
に

名
南
診
療
所

医
師

大
森

久
紀

敬
老
パ
ス
が
手
に
入
り
ま
し

た
。
就
職
し
た
の
が
つ
い
こ
の

前
の
よ
う
な
気
も
す
る
の
に
あ

っ
と
い
う
間
勤
続
４０
年
、
６５
歳

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
で
す
が

協
立
総
合
病
院

臨
床
工
学
技
士

長
尾
貴
志

最
近
急
激
に
老
眼
が
進
み
、

老
眼
鏡
が
手
放
せ
な
く
な
り
ま

し
た
。
普
通
に
新
聞
が
読
め
た

頃
は
な
ん
と
幸
せ
で
あ
っ
た
か

し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

【
た
て
の
カ
ギ
】

２

尺
貫
法
に
よ
る
面
積
の
単

位

３

対
義
語
は
狭
範
囲

４

目
的
に
合
わ
せ
身
に
つ
け

る
物
や
道
具

５

犬
も
歩
け
ば
何
に
あ
た

る
？

７

コ
イ
科
の
淡
水
魚
、
金
魚

は
コ
レ
の
突
然
変
異
種

８

「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の

中
で
あ
る
」
で
始
ま
る
小

説

１０

古
着
や
小
道
具
な
ど
を
販

売
、
フ
リ
マ

１４

空
気
中
の
濃
度
は
２１
％

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

１

貝
を
割
る
石
は
一
生
も

の
？

４

素
直
で
飾
り
気
が
な
い
、

自
然
体

６

台
風
の
時
は
こ
ん
な
警
報

も

９

ド
ン
、
ヒ
ュ
ー
…
…
、
パ

ン
！

１１

原
子
番
号
３０
、
必
須
ミ
ネ

ラ
ル
の
１
つ

１２

外
力
に
よ
っ
て
変
形
す
る

こ
と
、
そ
の
ズ
レ

１３

た
く
さ
ん
あ
る
と
相
続
問

題
が
…
…

１５

ひ
よ
こ
、
空
、
な
た
、
い

ん
げ
ん

１６

突
然
、
だ
し
ぬ
け
、
思
い

が
け
な
い

１７

夏
の
星
座
、
赤
く
光
る
の

は
ア
ン
タ
レ
ス

〈
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者
〉

６
月
号
、
正
解
は
「
ア
ン
ブ
レ

ラ
」
。
応
募
総
数
３５
通
で
全
員

正
解
で
し
た
。
次
の
方
々
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

・
明
石
雅
之
さ
ん

（
千
秋
病
院
デ
イ
ケ
ア
）

・
楠
瀬
み
ゆ
き
さ
ん

（
千
秋
病
院
）

・
谷
口
美
鈴
さ
ん

（
尾
張
健
友
会
本
部
）

〈
応
募
要
項
〉

あ
て
先
は
、
〒
４
５
６
―
０

０
０
６

名
古
屋
市
熱
田
区
沢

下
町
９
―
３

愛
知
民
医
連
宛
。

①
こ
た
え
、
②
事
業
所
名
、
③

職
種
、
④
氏
名
、
⑤
近
況
や
紙

面
の
感
想
、
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
も
可
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
事
業

所
名
・
職
種
不
記
載
は
抽
選
の

対
象
外
で
す
。
パ
ー
ト
・
臨
時

職
員
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
進
呈
。

近
況
や
感
想
が
「
読
者
の
ひ

ろ
ば
」
に
掲
載
さ
れ
た
方
も
当

選
者
の
半
額
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。
７
月
号
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
締
め

切
り
は
８
月
５
日
で
す
。

答え

（出題 北メンタルクリニック 事務 幅しのぶ）

☆
県
連
理
事
会
で
「
離
婚
後
共

同
親
権
」
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
事
者
間
が
合
意
な
く

て
も
共
同
で
事
に
あ
た
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
共
同
親

権
は
、
矛
盾
が
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
お
り
短
時
間
の
議
論
で
成

立
し
ま
し
た
。
医
療
機
関
に
受

診
す
る
に
も
離
婚
後
の
両
親
の

合
意
が
な
け
れ
ば
、
治
療
方
針

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
生
ま

れ
る
よ
う
で
す
。
職
場
・
事
業

所
で
も
学
習
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

☆
診
療
報
酬
実
質
マ
イ
ナ
ス
改

定
の
中
、
全
国
の
医
療
機
関
・

介
護
事
業
所
の
経
営
状
況
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
物

価
高
騰
、
人
的
確
保
の
困
難
、

社
会
保
障
費
削
減
が
厳
し
さ
を

更
に
増
大
さ
せ
て
い
ま
す
。
地

域
の
医
療
・
介
護
を
守
り
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
ま
ち
づ
く

り
を
し
っ
か
り
見
す
え
、
他
の

事
業
所
と
の
共
同
の
取
り
組
み

で
打
開
し
ま
し
ょ
う
。

☆
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
が
水
道
水
か
ら
検
出
さ
れ
、

国
は
よ
う
や
く
検
査
結
果
を
報

告
す
る
よ
う
、
自
治
体
や
水
道

事
業
者
に
要
請
し
ま
し
た
。
汚

染
の
原
因
究
明
や
住
民
の
健
康

不
安
に
寄
り
添
っ
て
、
秋
以
降

引
き
続
き
血
液
検
査
に
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

☆
６
月
１６
日
に
甲
状
腺
エ
コ
ー

検
診
を
北
病
院
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
１０
世
帯
２４
名
が
受
診

し
ま
し
た
。
愛
知
被
災
者
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
交
流
相
談
会

も
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆
県
連
総
会
（
７
月
１３
日
）
に

向
け
て
、
代
議
員
の
確
認
と
当

日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し

ま
し
た
。

【
６
月
２８
日
第
１１
回
理
事
会

県
連
事
務
局
長

武
田
修
三
】

理理理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事事事
会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報
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１０

Ｂ

５

１６

４

Ｅ
１２

７

１４

Ｄ

３

Ａ
９

１３

１７

２

６

１

８

１１
Ｃ

１５

ＥＤＣＢＡ

医
師
２
年
目
に
な
っ
て

クロスを解いてＡ～Eに入る文字を順に
ならべてできた言葉をこたえてね

←QRから
オンライン
署名サイトが
開きます

https ://goo.
gl/k5hZMy

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で

読
む
と
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投

稿
で
き
ま
す
。
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